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私たちの先人はいかに生き，いかなる生業を営み，

どんな文化を創造したであろうか。文化は，時の流

れの中で作り上げられ，歴史としてたたずみながら，

未来へと息づいていくものである。これらの文化遺

産をいかに生かし，未来へ発展させていくか，現在

に生きる私たちの使命でもある。そこで細川半蔵の

功績をたずね，その神秘に迫る事業を計画し，産

業・学校・行政が信頼連携し，時代感覚豊かな人材

育成を図ろうと「からくり半蔵研究同志会」が平成

7年に発足した。

「細川半蔵」は，郷士として政治を務めながら，

天文・暦学また技巧に優れ，天文運行を示す写天

儀・天球儀などを制作し，いまでいえば天文学・理

学・技術・発明等に長じた万能科学者・技術者であ

ったといわれている。

半蔵は今から200年ほど前，最先端技術で木製の

ロボットであるからくり人形を作り，日本で初めて

その設計図を描いた。それは「機巧図彙」という，

今日でも驚くほどのすばらしい図法や詳細な製作法

が記された3巻からなる書物である。江戸の匠たち

が，時代の先端技術の中で，創意，工夫，技術，美

しさなどの腕を発揮し，からくりに知恵や技を込め

る。からくりの仕掛けは，現代の機械に通じ，から

くり人形は，江戸の技術と文化の華でもある。機器

製作には，技術だけでなく相当な知識も必要になっ

ている。「機巧図彙」を調べれば調べるほど，細川

半蔵は，時計や機巧の製作を通して，機器製作職人

の啓蒙とそのすそ野を広げたかったのではないかと

考えられる。

先人たちのメッセージとして，細川半蔵の思いや

知恵の数々を，現代の視点でとらえ，文化と技術を

探求していくため，「からくり半蔵同志会」を設立

した。
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これらの活動に感銘し，生産技術科1期生（平成

7年度卒業）が3次元CAD／CAMシステムなどを用

いて茶運び人形をアルミ合金で復元している。そし

て平成9年夏，立体図・図面を活用し地元中学生の

木製茶運び人形（図1）復元活動を援助し製作した。

200年前の設計図どおりに製作した人形は，見事に

動きその技術の高さを証明。見守っていた子どもた

ちを驚かせた。200年前の高知県出身の先人の貴重

な伝統文化・技術をモノづくりを通して学び，技術

の継承が現代社会を支えるということを認識させる
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図 1 茶運び人形＊　現ポリテクカレッジ大阪
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ことができたと考えられる。さらに遊び心があり動

くものを作り上げることは，創造性を養い青少年が

目を輝かし意欲的に取り組めると考えられ，グルー

プで製作させることによってパートナーを尊重する

人間的成長も期待される。

また，日産テクニカルカレッジの先生が9月に来

校され，私たちの技術資料をもとに機械設計製作の

授業で学生たちに製作・先人の偉業を顕彰し，新た

に6体の仲間ができた（図2）。全国総合技能展（平

成8年）で日産テクニカルカレッジの先生方と出会

い，共に青少年に夢とモノづくりへの興味や好奇心

を育てるべく懸命に取り組んでいる。活動の輪の広

がりは，高知新聞に紹介された。ハイテク技能者養

成として「わかる」「できる」「うごける」の3つの

教育方針と人材育成に力を注いでいる。

半蔵研究同志会では，「からくり半蔵ほうむぺえ

じ」http://www.inforyoma.or.jp/karakuriで半蔵の

功績，製作メンバーらの活動を紹介しているのでぜ

ひ一度ご覧いただきたい。そして，細川半蔵が望ん

でいた「技術の公開」という1つの理念が，現在の

機械産業などに受け継がれてきたモノを考え作り出

すという過程を実感させてくれる。また，本校にお

ける人形の製作課程は田中瀧治氏（88歳）の県出

版文化賞を受賞している『細川半蔵頼直』（図3）

の中で紹介された。細川半蔵の精神は，将来にわた

ってますます重要でありモノづくりへの興味や好奇

心を育てる今後の指標とも仰いで，これからの業務

に励まなければと考える。

図 2 日産テクニカルカレッジ作 図 3 労作『細川半蔵頼直』

高知新聞　1998/2/20（金曜日）


